
【感染症発生動向調査事業から】 
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Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎発生状況
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令和7年第24週

（6月9日～6月15日）

（n=232)

令和7年第25週

（6月16日～6月22日）

（n=232)

令和7年第26週

（6月23日～6月29日）

（n=373)

令和7年第27週

（6月30日～7月6日）

（n=480)

川崎市における新型コロナウイルス感染症の報告数は、令和７年６月下旬以
降徐々に増加しており、第２７週（６月３０日～７月６日）には定点当たり
２．２０人となりました。また、本市のリアルタイムサーベイランスにおいて
も、２０歳代から５０歳代を中心に報告数が増加しています。 

新型コロナウイルス感染症は、定点把握疾患となった令和５年以降、夏季に
報告数が急増し、７月から８月にピークを迎える傾向がみられています。流行
時には手洗い等の基本的な感染対策を実施し、咳等の呼吸器症状がみられる場
合は、感染を広げないために咳エチケットを心がけましょう。 

今、何の病気が流行しているか！  

第２７週報告数第１位 新型コロナウイルス感染症～報告数が徐々に増加しています！～ 

令和７年６月３０日（月）～令和７年７月６日（日）〔令和７年第２７週〕の感染症発生状況 

第２７週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ３）新型コロナウイルス感染症でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．９２人と前週（４．５４人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は２．６８人と前週（３．０３人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は２．２０人と前週（１．４９人）から増加しました。 

第２７週報告数第３位 

第２７週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策課・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和７年７月８日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

リアルタイムサーベイランスにおける 
新型コロナウイルス感染症の医療機関当たり報告数推移 

（令和５年５月８日～令和７年７月７日診断分） 

リアルタイムサーベイランスにおける 
新型コロナウイルス感染症の年齢階級別報告数 
（令和７年６月９日～令和７年７月６日診断分） 
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令和７年７月８日１０時時点の川崎市感染症情報発信システム（ＫＩＤＳＳ）データより作成 
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